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第１章 方針策定の目的 

 猪苗代町では、少子高齢化、過疎化の進展による児童生徒数の減少に伴い、小中学

校の統廃合を進めています。 

小学校について、平成７年度には児童数の減少から翁島第一分校を廃止、また、平

成８年度には吾妻第一小学校、吾妻第二小学校、市沢小学校の３校を統廃合し、吾妻

小学校を整備しました。 

平成１８年度には、児童数の減少する山潟小学校と老朽化が著しく改築の必要な月

輪小学校を統廃合し、緑小学校を整備しました。中学校については、老朽化の著しい

東中学校の建替えを平成１２年度に実施しました。 

 

現在、猪苗代町教育施設適正配置等推進委員会の提言（令和４年８月２３日）に基

づき、小学校６校を令和６年４月までに２校へ統廃合する準備を進めています。中学

校は、令和４年４月に３校を１校へ統廃合し、猪苗代中学校の校舎と体育館（「以下

「屋内運動場」という。）の建替えを実施しました。 

統廃合により生じた学校施設や跡地（以下「廃校施設等」）という。）は、町の貴重

な財産であり、学校施設としてだけではなく、地域の活動など社会施設としても利用

してきた経緯から、住民の関心が高い施設となっています。また、学校施設は避難施

設や避難場所に指定されており、地域防災の中心の役割も担っています。 

 

そのようなことから、統廃合により廃校となった施設については、施設の現状を十

分に把握したうえで、財産管理、地域のコミュニティ活動及び防災施設などを考慮し

ながら、ほかの公共施設への転用や民間事業者への賃貸などを検討するなど、本町に

とって最もふさわしい廃校施設等の活用方針を示すものです。 
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第２章 学校施設の状況 

学校施設に属するのは、小学校６校・中学校１校、旧吾妻中学校、旧東中学校、

旧山潟小学校の屋内運動場となります。なお、旧山潟小学校の校舎は「人の駅」と

して再利用され、民間の事業者により活用されています。 

（１）建物の状況 

学校施設の耐震化は統廃合の計画があり、耐震診断を行ったのみで、旧耐震基準

のままとなっております。長瀬小学校の平屋建ては旧耐震基準ですが、耐震診断を

実施した結果、耐震性を有する結果となりました。猪苗代小学校と旧東中学校の屋

内運動場は新しい耐震基準の建物ですが、天井が「特定天井」となるので、天井を

耐震化する必要があります。 

また、建築年度の古い建築物については設備を含め老朽化が著しくなっていま

す。 

 

表．学校施設一覧 

施 設 

区 分 
NO 施 設 名 

建 設 年 度 

校 舎 耐震性 屋内運動場 耐震性 

小学校 

1 翁島小学校 昭和 42 年 × 昭和 43 年 × 

2 千里小学校 昭和 56・57 年 〇 昭和 58 年 〇 

3 猪苗代小学校 平成 5年 〇 平成 6年 〇 

4 吾妻小学校 平成 7年 〇 平成 7年 〇 

5 緑小学校 平成 17 年 〇 平成 18 年 〇 

6 長瀬小学校 昭和 43・59 年 〇 昭和 44 年 × 

小学校 計 6校  

中学校 7 猪苗代中学校 令和 2・3年 ○ 令和 4・5年 ○ 

中学校 計 1校  

旧中学校 
8 旧吾妻中学校 昭和 53・54 年 × 昭和 54 年 × 

9 旧東中学校 平成 12 年 〇 平成 13 年 〇 

旧小学校 10 
旧山潟小学校 

（屋内運動場のみ） 
－  昭和 45 年 × 
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（２）学校施設の配置状況 

小学校 6校、中学校 1校、旧小中学校 3校の分布状況を示します。学校施設

は、中心市街地周辺の他、主要な道路沿いに立地しています。 

 

図表．学校施設位置図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土数値情報（平成 25 年） 

  

NO 学校名 所在地

1 翁島小学校 猪苗代町大字三ツ和字家北906

2 千里小学校 猪苗代町大字千代田字前田甲312-1

3 猪苗代小学校 猪苗代町字茶園5770

4 吾妻小学校 猪苗代町大字蚕養字中島乙592-3

5 緑小学校 猪苗代町大字中小松字狐川原甲1566-1

6 長瀬小学校 猪苗代町大字八幡字山神374-2

7 猪苗代中学校 猪苗代町大字千代田字中島5-1

8 吾妻中学校 猪苗代町大字蚕養字下平乙613-53

9 東中学校 猪苗代町大字川桁字上川原2262-75

10 旧山潟小学校 猪苗代町大字山潟字湊志田191

凡例

小学校

中学校

旧小学校

都市計画区域

用途地域

 
旧吾妻中学校 

旧東中学校 

旧 

旧 

旧小中学校 
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（３）学校施設の立地状況 

千里小学校、猪苗代小学校、猪苗代中学校、旧東中学校は用途地域内の市街地

に立地し、さらに千里小学校、猪苗代中学校は居住誘導区域内でもあります。 

翁島小学校、旧東中学校及び旧山潟小学校は洪水・土砂災害ハザードマップで

エリアの指定がない施設となっています。 

 

表.ハザードマップのエリア 

施 設 

区 分 
NO 施 設 名 都市計画 

洪水・土砂災害

ハザードマップ 

小学校 

1 翁島小学校 
都市計画区域内・非線引 

用途地域指定無し 
 

2 千里小学校 

都市計画区域内・非線引 

第１種住居地域 

居住誘導区域 

洪水浸水 

3 猪苗代小学校 
都市計画区域内・非線引 

第１種中高層住居専用地域 
土石流 

4 吾妻小学校 
都市計画区域内・非線引 

用途地域指定無し 
洪水浸水 

5 緑小学校 
都市計画区域内・非線引 

用途地域指定無し 

洪水浸水 

河岸浸食 

6 長瀬小学校 
都市計画区域内・非線引 

用途地域指定無し 
土石流 

小学校 計 6校  

中学校 7 猪苗代中学校 

都市計画区域内・非線引 

第１種中高層住居専用地域 

居住誘導区域 

洪水浸水 

中学校 計 1校  

旧中学校 

8 旧吾妻中学校 
都市計画区域内・非線引 

用途地域指定無し 
洪水浸水 

9 旧東中学校 
都市計画区域内・非線引 

第１種住居地域 
 

旧小学校 10 
旧山潟小学校 

（屋内運動場のみ） 

都市計画区域内・非線引 

用途地域指定無し 
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第３章 学校統廃合の状況 

子どもたちの安心・安全な学習環境の整備と均衡のとれた学習効果を確保するため、

令和４年８月に猪苗代町教育施設適正配置等推進委員会より提言書が提出され、現在

の小学校６校を２校に統合・再編することが望ましいとされました。 

 

 学校統廃合の進捗状況について、中学校は３校を１校に統合し、令和４年４月に

統合中学校を開校しました。 

小学校は提言書を基に、令和６年４月の統合に向けて準備を進めています。 

 

表．提言書に基づく配置方針（小学校 2校・中学校 1校）  

小学校：2024 年度（令和６年度）に統合 

猪苗代小学校 → 

猪苗代小の施設を利用し、吾妻小と長瀬小を統

合（校名：猪苗代小学校） 
吾妻小学校 → 

長瀬小学校 → 

千里小学校 → 

千里小の施設を利用し、翁島小と緑小を統合

（校名：猪苗代第二小学校） 
翁島小学校 → 

緑小学校 → 

中学校：2022 年度（令和４年度）に統合 

猪苗代中学校 → 

統合中学校（校名：猪苗代中学校） 吾妻中学校 → 

東中学校 → 
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第４章 活用にあたっての課題 

廃校施設等の活用にあたっては、現在の利用状況や、施設の老朽化、土地の立地

状況などを調査分析し、活用における課題を整理する必要があります。 

 

（１）学校施設の利用状況 

 学校施設は、その立地・施設規模から地域の様々なコミュニティ活動等に利用

されています。また、災害時の避難場所及び避難施設として利用されており、活

用にあたっては関係者と協議する必要があります。 

 

（２）学校施設の耐震化状況 

  昭和５６年以前の旧耐震基準に基づき建設された建物で、耐震診断の結果、耐

震性の低い建物があります。学校の統廃合の状況を視野に入れながら、新しい学

校の整備を進めてきたため、旧耐震基準の建物の耐震化を行ってきませんでし

た。現状で活用するには安全性を担保できない施設もあります。 

  耐震化するには多大な工事費用が必要であり、また、大きな財政負担を伴うこ

とや安全上の観点から安易に存続を決定するのではなく、取壊しも検討する必要

があります。 

 

（３）土地の状況把握 

学校施設の立地状況によっては用途が制限され、活用に至るまでに時間を要す

ることも予想されるので、事前に十分調査し、課題の抽出及び関係者との協議が

不可欠です。 

①土地の状況 

  学校施設の中には町の土地以外に、借地、寄付を受けた土地、筆界未定土地な

どがあるため、経緯や現状を調査確認し適切に対処しなければなりません。 

②土地形質等の把握 

  学校敷地の中に、法定外公共物（道・水路）がある場合は、現況を把握し必要

に応じて、用途廃止等を地域の同意を得て進める必要があります。 

 

（４）国庫補助金等の精算 

  国庫補助金を受けて建設された学校施設を、学校施設以外の用途に変更した

り、譲渡や貸付、売却などを行ったりする場合は、補助金等の全部に相当する金

額を国に納付した場合及び文部科学大臣が定める期間を経過した場合を除き、文

部科学大臣の承認が必要となります。また、起債についても繰上償還となる可能

性があります。 

  しかし、近年、国において財産処分手続きの大幅な簡素化・弾力化が図れてい

ます。また、転用施設の改修に対する補助制度が創設されるなど、廃校施設等の

積極的な活用が進め易くなっています。 

  よって、国の動向や最終の国庫補助年度に留意しつつ、転用にかかる改修等に

ついては国の補助金等を活用し、費用の負担軽減に努める必要があります。 
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第５章 活用に向けた方針 

本町にとって最もふさわしい廃校施設等の活用方法を検討していくための方針と

して、次の６つのカテゴリーで長期及び短期利用に分類し、その決定の判断基準及

びプロセス等を以下のとおりとします。 

 

（１）カテゴリーの設定 

 ①公共・公用施設としての活用【長期利用】 

行政が地域の活性化や防災対策、または公用等の目的で実施する事業に要する

施設としての活用を検討します。 

 

②地域による活用【長期利用】 

地域活動を支える地域コミュニティの場として、地域住民から地域振興の用に

供するために、活用の要望があったときは、地域住民と対話、連携を図り、事業

の実現に向けて検討します。 

また、地域住民の意向として、地域以外の主体（行政、民間事業者や公共的団

体（社会福祉法人、学校法人等）（以下「民間事業者等」という。）による活用の

要望があった場合には、行政内部の調整や民間事業者等への働き掛け等を含め、

積極的に検討します。 

 

③民間事業者等による活用【長期利用】 

町の課題解決や重要施策の実現等に寄与し、かつ、地元の意向を尊重すること

を前提として、民間事業者等の活用によって地域の活性化や町全体の利益に適う

と認められるものについては、売却や有償貸付等を検討します。 

 

④取壊し等の実施【長期利用】 

廃校施設等の経年劣化により維持管理費等の増大が予想され、最終的に活用に

結びつかない施設については取壊しすることを検討します。また、更地となる跡

地については、公共的な利用、又は、民間事業者等への売却や有償貸付等が可能

か改めて検討します。 

なお、老朽化の進行、耐震性の低い建物、災害等の状況によって、安全上の懸

念がある施設については、活用の検討を行うことなく、取壊し等の対応を取る場

合があります。 

 

⑤暫定的利用【短期利用】 

上記①～②のような長期的な利用及び取壊し等の方針が決定していない廃校施

設等について、利用を希望する団体等がある場合、暫定的な利用を許可する等、

弾力的な活用を認めます。また、一時的な行政施設（避難所・投票所等）として

活用することも検討します。 
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⑥複合的利用 

廃校施設等については、上記①～②のうち複数の活用方針に基づく、複合的利

用を妨げるものではありません。例えば、屋内運動場を公共施設のままとし、避

難所や地域のスポーツ活動等で利用する一方で、校舎だけを民間事業者等へ売却

や有償貸付する場合や災害時の避難所・避難場所として一時的に利用することを

条件付けて、土地や建物を売却や有償貸付する場合等が考えられます。 

 

（２）廃校施設等の活用の優先順位 

長期活用における廃校活用の優先順位は原則として下記のとおり検討します。

教育委員会では、まず初めに①の段階の前で、「教育活動を支える施設への活用」

等を検討し、活用できる見込みがある場合、最優先的に施設の活用を検討しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①公共・公用施設としての活用 

②地域による活用 

 

③民間事業者等による活用 

④取壊し等の実施（売却を含む） 

教育委員会の施設活用の検討 

（「教育活動を支える施設への活用」等の検討） 
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（３）廃校施設等の活用決定フロー 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

企業誘致 

民間事業者等のニーズの掘り起こし 

活用の意向無し 

現状把握・課題抽出 活用方針の策定 

統廃合決定～閉校 

②地域による活用を検討 

①公共・公用施設としての活用を検討 

活用の意向無し 

売却・貸付先公募 

活用の意向有り 

活用の意向有り 

③民間事業者等による活用を検討 

応募有り 応募無し 

老朽度高い 老朽度低い 

④取壊し等の検討 

内容の検討・精査 

住民・議会等への説明 

予算措置・例規整備 

文科省への報告・承認申請・補助金返還等 

活用開始 

⑤暫定利用 

住民・議会等への説明 
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第６章 学校別廃校施設等活用 

学校別に基本的な活用方針を示します。令和４年３月で廃校となった２つの中学

校「吾妻中学校」「東中学校」と令和６年３月で廃校となる４つの小学校「翁島小学

校」「吾妻小学校」「緑小学校」「長瀬小学校」及び「旧山潟小学校（屋内運動場）」

について検討します。 

   

（１）旧吾妻中学校について 

耐震性が低く、老朽化が著しいことから、教育活動を支える施設及び①公共・

公用施設としての活用は行いません。施設の現状を考慮し、③民間事業者等によ

る活用を図ります。校庭は避難場所として指定の継続を協議していきます。 

 

（２）旧東中学校について  

平成１２年～平成１３年の建築で新耐震基準のため、十分に活用できる施設で

す。教育活動を支える施設及び①公共・公用施設としての活用は行いません。地

域住民より施設の一部を一時的・定期的に使用したい意向があるので、このこと

を踏まえて、③民間事業者等による活用を図ります。建物は避難所、校庭は避難

場所として指定の継続を協議していきます。 

 

（３）翁島小学校について 

耐震性が低く、老朽化が著しいことから、教育活動を支える施設及び①公共・

公用施設としての活用は行いません。令和３年１０月２６日に行われた翁島地区

町政懇談会の結論により、翁島地区区長会と翁島地区財産区と町で跡地利用を検

討していきます。校庭は避難場所として指定の継続を協議していきます。 

 

（４）吾妻小学校について 

廃校後も、給食室は猪苗代第二小学校への給食提供のため使用し、屋内運動場

は学校施設として管理を行います。校舎の使用予定がない教室等については、③

民間事業者等による活用を図ります。建物は避難所、校庭は避難場所として指定

の継続を協議していきます。 

 

（５）緑小学校について 

平成１７年～平成１８年の建築で新耐震基準のため、十分に活用できる施設で

す。教育活動を支える施設及び①公共・公用施設としての活用並びに③民間事業

者等による活用を図ります。建物は避難所、校庭は避難場所として指定の継続を

協議していきます。 

 

（６）長瀬小学校について 

３階建の校舎は新耐震基準の建物ですが、屋内運動場は耐震性が低く、老朽化

が著しいことから、教育活動を支える施設及び①公共・公用施設としての活用は

行わず、③民間事業者等による活用を図ります。校庭は避難場所として指定の継

続を協議していきます。 
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（７）旧山潟小学校（屋内運動場） 

  耐震性が低く、老朽化が著しいことから安全上の懸念があるため、活用の検討 

を行わず、取壊す準備を進めていきます。 

 

（８）各校のプールについて 

  施設の老朽化が進み公共的な活用は行わないため、安全性を考慮し取壊すまで 

プールの水を抜き管理を行います。 

 

 

第７章 学校施設カルテ 

（猪苗代町学校施設長寿命化計画 平成３１年３月 から抜粋） 

 

（１）翁島小学校  

（２）千里小学校  

（３）猪苗代小学校  

（４）吾妻小学校  

（５）緑小学校  

（６）長瀬小学校  

（７）旧吾妻中学校  

（８）旧東中学校  

（９）旧山潟小学校（屋内運動場） 

 

 



2018（平成30）年度

　学校施設基本情報

　建物一覧

　5年間の児童数（単位：人） 　5年間の施設関連経費（単位：円）

　改修履歴（平成28年度公立学校施設台帳）

NO.001校舎…平成8年に耐震診断（未改修）、内部・外部・設備改修＝「2：改修中」

NO.003屋内運動場…平成9年に耐震診断（未改修）、外部改修＝「2：改修中」内部・設備改修＝「3：未改修」

2,691㎡

座標（緯度） 座標（経度） 140.072584

町

76㎡

001 校舎 3階 2,032㎡

該当しない

延床面積 建築年

1967（S42）

用途地域

1967（S42）

学校施設カルテ

翁島小学校

福島県耶麻郡猪苗代町大字三ツ和字家北906

NO 建物名称 階数

敷地面積 延床面積

37.538789

1968（S43）

耐震
基準

旧

旧

旧003 屋内運動場 1階 583㎡

002 給食棟 1階

構造

鉄筋コンクリート造　(RC造)

鉄骨コンクリート造　(S造)

鉄骨コンクリート造　(S造)

施設概要

所在地

学校調査番号 施設名称0655

DID（人口
集中地区）

教育委員会教育総務課所管部署 所有形態

　昭和30年3月、町村合併により
翁島小学校が開校。
　昭和42年7月に校舎の改築が行
われ、築年数は50～51年が経過し
ている。

　教育施設適正配置等推進委員会
による提言（平成24年）では、
2023年度以降に、千里小学校への
統合・再編の方向性が示されてい
る。

無指定地域

4,129㎡

2.6百万 3.4百万
1.5百万

3.5百万

3.5百万

3.6百万

2.7百万
3.5百万

3.2百万

0.0百万

5.0百万

10.0百万

H25 H26 H27 H28 H29
施設整備費 その他施設整備費 維持修繕費 光熱水費・委託費

82 78 77 72
62

0

20

40

60

80

100

H25 H26 H27 H28 H29
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　構造躯体以外の劣化状況

　現況調査写真

【内部仕上げ】校舎 【内部仕上げ】給食棟 【内部仕上げ】屋内運動場 【内部仕上げ】屋内運動場

判定Ｄ 判定Ｂ 判定Ｃ 判定Ｂ

判定Ｃ

【内部仕上げ】校舎

判定Ｃ

【内部仕上げ】校舎

判定Ｃ

【内部仕上げ】校舎

判定Ｄ

判定Ｃ

【外壁】校舎

判定Ｃ

【外壁】屋内運動場

判定Ｃ

【外壁】窓

判定Ｃ

【内部仕上げ】校舎

C

外壁
内部
仕上げ

電気設備 機械設備

屋内運動場003

NO

001

平成30年度　劣化状況調査

【外壁】校舎

【外壁】校舎

判定Ａ 判定Ａ 判定Ｃ 判定Ｂ

【屋上】校舎 【屋上】屋内運動場 【外壁】校舎

給食棟

健全度
（100点満点）

B C B C C

屋根・
屋上

56

56

58

建物名称

校舎

B C B C C

A C B C

002
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2018（平成30）年度

　学校施設基本情報

　建物一覧

　5年間の児童数（単位：人） 　5年間の施設関連経費（単位：円）

　改修履歴（平成28年度公立学校施設台帳）

NO.001校舎…内部・外部・設備改修＝「2：改修中」

NO.002校舎…内部・外部・設備改修＝「2：改修中」

NO.003屋内運動場…内部・外部・設備改修＝「3：未改修」

新

003 屋内運動場 1階 716㎡ 鉄骨コンクリート造　(S造) 1983（S58） 新

002 校舎 3階 930㎡ 鉄筋コンクリート造　(RC造) 1982（S57）

耐震
基準

001 校舎 3階 1,351㎡ 鉄筋コンクリート造　(RC造) 1981（S56） 新

用途地域 第一種住居地域
DID（人口
集中地区）

該当しない

NO 建物名称 階数 延床面積 構造 建築年

所管部署 教育委員会教育総務課 所有形態 町

所在地 福島県耶麻郡猪苗代町大字千代田字前田甲312-1

座標（緯度） 37.547686 座標（経度） 140.108038

　建築年は昭和56～58年であり、
築年数は35～37年が経過してい
る。

　教育施設適正配置等推進委員会
による提言（平成24年）では、
2023年度以降に翁島小学校を統合
し、千里小学校の学校施設を利用
した再編の方向性が示されてい
る。

学校施設カルテ

学校調査番号 0657 施設名称 千里小学校

施設概要

敷地面積 6,544㎡ 延床面積 2,997㎡

6.6百万4.5百万
5.4百万

4.1百万

4.4百万

4.1百万

0.0百万

5.0百万

10.0百万

15.0百万

H25 H26 H27 H28 H29
施設整備費 その他施設整備費 維持修繕費 光熱水費・委託費

165
146 143 142

129
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200
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　構造躯体以外の劣化状況

　現況調査写真

判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ｂ

判定Ｃ 判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ｂ

【内部仕上げ】校舎 【内部仕上げ】校舎 【内部仕上げ】屋内運動場 【内部仕上げ】屋内運動場

判定Ｃ 判定Ｃ 判定Ｄ 判定Ｄ

【外壁】屋内運動場 【内部仕上げ】校舎 【内部仕上げ】校舎 【内部仕上げ】校舎

判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ａ 判定Ｄ

【外壁】校舎 【外壁】校舎 【外壁】校舎 【外壁】校舎

B 67

【屋上】校舎 【屋上】校舎 【屋上】屋内運動場 【外壁】校舎

003 屋内運動場 A C B B

B 65

002 給食棟 B C B B B 65

001 校舎 B C B B

NO 建物名称

平成30年度　劣化状況調査

屋根・
屋上

外壁
内部
仕上げ

電気設備 機械設備
健全度

（100点満点）
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2018（平成30）年度

　学校施設基本情報

　建物一覧

　5年間の児童数（単位：人） 　5年間の施設関連経費（単位：円）

　改修履歴（平成28年度公立学校施設台帳）

NO.001校舎…内部・外部・設備改修＝「3：未改修」、エコ改修＝「2：改修中」

NO.002屋内運動場…内部・外部・設備改修＝「3：未改修」、エコ改修＝「2：改修中」

新002 屋内運動場 1階 1,158㎡ 鉄骨コンクリート造　(S造) 1994（H6）

耐震
基準

001 校舎 2階 4,865㎡ 鉄筋コンクリート造　(RC造) 1993（H5） 新

用途地域 第一種中高層住居専用地域
DID（人口
集中地区）

該当しない

NO 建物名称 階数 延床面積 構造 建築年

所管部署 教育委員会教育総務課 所有形態 町

所在地 福島県耶麻郡猪苗代町字茶園5770

座標（緯度） 37.563845 座標（経度） 140.103588

学校施設カルテ

学校調査番号 0652 施設名称 猪苗代小学校

施設概要

敷地面積 24,947㎡ 延床面積 6,023㎡

　建築年は平成5～6年であり、築
年数は24～25年が経過している。

　教育施設適正配置等推進委員会
による提言（平成24年）では、
2023年度以降に吾妻小学校を統合
し、猪苗代小学校の学校施設を利
用した再編の方向性が示されてい
る。

5.5百万

11.0百万
10.4百万 10.3百万 8.9百万

10.2百万

0.0百万

10.0百万

20.0百万

H25 H26 H27 H28 H29
施設整備費 その他施設整備費 維持修繕費 光熱水費・委託費

259 264 258 262 270
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100

200

300

H25 H26 H27 H28 H29
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　構造躯体以外の劣化状況

　現況調査写真

判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ａ 判定Ｂ

判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ｂ

【内部仕上げ】校舎 【内部仕上げ】校舎 【内部仕上げ】屋内運動場 【内部仕上げ】屋内運動場

判定Ｂ 判定Ｃ 判定Ｂ 判定Ｄ

【外壁】校舎 【外壁】屋内運動場 【内部仕上げ】校舎 【内部仕上げ】校舎

判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ａ

【外壁】校舎 【外壁】校舎 【外壁】校舎 【外壁】校舎

【屋上】校舎 【屋上】校舎 【屋上】校舎 【屋上】屋内運動場

B 75

002 屋内運動場 A B A B B 87

001 校舎 B B B B

NO 建物名称

平成30年度　劣化状況調査

屋根・
屋上

外壁
内部
仕上げ

電気設備 機械設備
健全度

（100点満点）
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2018（平成30）年度

　学校施設基本情報

　建物一覧

　5年間の児童数（単位：人） 　5年間の施設関連経費（単位：円）

　改修履歴（平成28年度公立学校施設台帳）

（該当データなし）

新002 屋内運動場 1階 880㎡ 鉄骨コンクリート造　(S造) 1995（H7）

耐震
基準

001 校舎 2階 2,972㎡ 鉄筋コンクリート造　(RC造) 1995（H7） 新

用途地域 無指定地域
DID（人口
集中地区）

該当しない

NO 建物名称 階数 延床面積 構造 建築年

所管部署 教育委員会教育総務課 所有形態 町

所在地 福島県耶麻郡猪苗代町大字蚕養字中島乙592-3

座標（緯度） 37.601127 座標（経度） 140.136074

学校施設カルテ

学校調査番号 0894 施設名称 吾妻小学校

施設概要

敷地面積 8,296㎡ 延床面積 3,852㎡

　建築年は平成7年であり、築年
数は23年が経過している。

　教育施設適正配置等推進委員会
による提言（平成24年）では、
2023年度以降に、猪苗代小学校へ
の統合・再編の方向性が示されて
いる。

2.7百万 2.9百万
4.7百万

6.4百万 5.9百万 5.1百万

5.3百万 5.0百万

0.0百万

5.0百万

10.0百万

15.0百万

H25 H26 H27 H28 H29
施設整備費 その他施設整備費 維持修繕費 光熱水費・委託費

76
82 80 83

77
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　構造躯体以外の劣化状況

　現況調査写真

判定Ｂ 判定Ｃ 判定Ｂ 判定Ｂ

判定Ｃ 判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ｂ

【内部仕上げ】校舎 【内部仕上げ】校舎 【内部】屋内運動場 【内部】屋内運動場

判定Ｃ 判定Ｂ 判定Ｃ 判定Ｃ

【外壁】校舎テラス 【外壁】校舎テラス 【内部仕上げ】校舎 【内部仕上げ】校舎

判定Ａ 判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ｂ

【外壁】校舎 【外壁】校舎 【外壁】校舎 【外壁】校舎

【屋上】校舎 【屋上】校舎 【外壁】校舎 【外壁】校舎

B 67

002 屋内運動場 A C A B B 76

001 校舎 A C B B

NO 建物名称

平成30年度　劣化状況調査

屋根・
屋上

外壁
内部
仕上げ

電気設備 機械設備
健全度

（100点満点）
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2018（平成30）年度

　学校施設基本情報

　建物一覧

　5年間の児童数（単位：人） 　5年間の施設関連経費（単位：円）

　改修履歴（平成28年度公立学校施設台帳）

（該当データなし）

学校施設カルテ

学校調査番号 0906 施設名称 緑小学校

施設概要

敷地面積 11,049㎡ 延床面積 4,535㎡

　建築年は平成17～18年であり、
築年数は12～13年が経過してい
る。

　教育施設適正配置等推進委員会
による提言（平成24年）では、長
瀬小学校を統合し、東中学校また
は緑小学校の学校施設を利用した
再編の方向性が示されている。

所管部署 教育委員会教育総務課 所有形態 町

所在地 福島県耶麻郡猪苗代町大字中小松字狐川原甲1566-1

座標（緯度） 37.516579 座標（経度） 140.131714

耐震
基準

001 校舎 2階 3,415㎡ 鉄筋コンクリート造　(RC造) 2005（H17) 新

用途地域 無指定地域
DID（人口
集中地区）

該当しない

NO 建物名称 階数 延床面積 構造 建築年

新002 屋内運動場 1階 1,120㎡ 鉄骨コンクリート造　(S造) 2006（H18)

3.0百万 2.8百万

5.8百万 5.9百万

5.0百万 5.3百万
5.4百万

0.0百万

5.0百万

10.0百万

H25 H26 H27 H28 H29
施設整備費 その他施設整備費 維持修繕費 光熱水費・委託費

74 71 69 73
61
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　構造躯体以外の劣化状況

　現況調査写真

NO 建物名称

平成30年度　劣化状況調査

屋根・
屋上

外壁
内部
仕上げ

電気設備 機械設備
健全度

（100点満点）

A 93

002 屋内運動場 A B A A A 93

001 校舎 A B A A

【屋上】校舎 【屋上】屋内運動場 【外壁】校舎 【外壁】校舎

判定Ｂ 判定Ｃ 判定Ｂ 判定Ｂ

【外壁】屋内運動場 【外壁】屋内運動場 【外壁】校舎テラス 【外壁】校舎テラス

判定Ａ 判定Ａ 判定Ｃ 判定Ｂ

【外壁】校舎 【外壁】校舎 【外壁】校舎 【外壁】校舎

判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ｂ

判定Ｃ 判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ｂ

【内部仕上げ】校舎 【内部仕上げ】校舎 【内部仕上げ】校舎 【内部】屋内運動場
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2018（平成30）年度

　学校施設基本情報

　建物一覧

　5年間の児童数（単位：人） 　5年間の施設関連経費（単位：円）

　改修履歴（平成28年度公立学校施設台帳）

NO.001校舎…平成21年に耐震診断（未改修）、内部・外部・設備改修＝「2：改修中」

NO.002校舎…内部改修＝「2：改修中」、外部・設備改修＝「3：未改修」

NO.003屋内運動場…平成9年に耐震診断（未改修）、内部・外部改修＝「2：改修中」、設備改修＝「3：未改修」

学校施設カルテ

学校調査番号 0665 施設名称 長瀬小学校

施設概要

敷地面積 8,095㎡ 延床面積 2,619㎡

　建築年は平成43・44・59年であ
り、築年数は34～50年が経過して
いる。

　教育施設適正配置等推進委員会
による提言（平成24年）では、緑
小学校へ統合し、東中学校または
緑小学校の学校施設を利用した再
編の方向性が示されている。

所管部署 教育委員会教育総務課 所有形態 町

所在地 福島県耶麻郡猪苗代町大字八幡字山神374-2

座標（緯度） 37.558124 座標（経度） 140.140159

耐震
基準

001 校舎 1階 599㎡ 鉄筋コンクリート造　(RC造) 1968（S43） 旧

用途地域 無指定地域
DID（人口
集中地区）

該当しない

NO 建物名称 階数 延床面積 構造 建築年

新

003 屋内運動場 1階 610㎡ 鉄骨コンクリート造　(S造) 1969（S44） 旧

002 校舎 3階 1,410㎡ 鉄筋コンクリート造　(RC造) 1984（S59）

2.9百万 2.0百万 3.0百万
1.4百万

4.0百万
5.6百万 3.2百万

4.0百万

4.2百万

0.0百万

5.0百万

10.0百万

H25 H26 H27 H28 H29
施設整備費 その他施設整備費 維持修繕費 光熱水費・委託費

85 82
71 72
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　構造躯体以外の劣化状況

　現況調査写真

NO 建物名称

平成30年度　劣化状況調査

屋根・
屋上

外壁
内部
仕上げ

電気設備 機械設備
健全度

（100点満点）

C 53

002 校舎 C C B B B 62

001 校舎 C C B C

C 58

【屋上】校舎 【屋上】校舎 【屋上】屋内運動場 【外壁】校舎

003 屋内運動場 A C B C

判定Ｃ 判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ｄ

【外壁】校舎テラス 【外壁】屋内運動場 【内部仕上げ】校舎窓 【内部仕上げ】校舎

判定Ｃ 判定Ｄ 判定Ａ 判定Ｄ

【外壁】校舎 【外壁】校舎 【外壁】校舎 【外壁】校舎

判定Ｄ 判定Ｃ 判定Ｃ 判定Ｃ

判定Ｃ 判定Ｃ 判定Ｂ 判定Ｂ

【内部仕上げ】校舎 【内部仕上げ】校舎 【内部】屋内運動場 【内部】屋内運動場
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2018（平成30）年度

　学校施設基本情報

　建物一覧

　5年間の生徒数（単位：人） 　5年間の施設関連経費（単位：円）

　改修履歴（平成28年度公立学校施設台帳）

NO.001校舎…平成8年耐震診断（未改修）、内部・外部・設備改修＝「2：改修中」

NO.002校舎…平成8年耐震診断（未改修）、内部・外部改修＝「2：改修中」、設備改修＝「3：未改修」

NO.003屋内運動場…平成8年耐震診断（未改修）、内部・外部改修＝「2：改修中」、設備改修＝「3：未改修」

学校施設カルテ

学校調査番号 3813 施設名称 吾妻中学校

施設概要

敷地面積 4,987㎡ 延床面積 3,269㎡

　建築年は昭和53～54年であり、
築年数は39～40年が経過してい
る。

　教育施設適正配置等推進委員会
による提言（平成24年）では、中
学校3校から1校への再編が示され
ている。
　これをうけ、統合中学校の事業
が進められており、2022年度に開
校を予定している。

所管部署 教育委員会教育総務課 所有形態 町

所在地 福島県耶麻郡猪苗代町大字蚕養字下平乙613-53

座標（緯度） 37.602088 座標（経度） 140.135599

耐震
基準

001 校舎 3階 1,366㎡ 鉄筋コンクリート造　(RC造) 1978（S53） 旧

用途地域 無指定地域
DID（人口
集中地区）

該当しない

NO 建物名称 階数 延床面積 構造 建築年

旧

003 屋内運動場 1階 865㎡ 鉄骨コンクリート造　(S造) 1979（S54） 旧

002 校舎 3階 1,038㎡ 鉄筋コンクリート造　(RC造) 1979（S54）

3.7百万
3.5百万 3.7百万

2.0百万
3.3百万

0.0百万

5.0百万

10.0百万

H25 H26 H27 H28 H29

施設整備費 その他施設整備費 維持修繕費 光熱水費・委託費

70
60 56

36 33
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　構造躯体以外の劣化状況

　現況調査写真

NO 建物名称

平成30年度　劣化状況調査

屋根・
屋上

外壁
内部
仕上げ

電気設備 機械設備
健全度

（100点満点）

C 56

002 校舎 B C B B B 65

001 校舎 B C B C

B 54

【屋上】校舎 【屋上】校舎 【屋上】屋内運動場 【外壁】校舎

003 屋内運動場 A C C B

判定Ｃ 判定Ｄ 判定Ｃ 判定Ｄ

【外壁】校舎テラス 【外壁】屋内運動場 【内部仕上げ】校舎窓 【内部仕上げ】校舎

判定Ｂ 判定Ｃ 判定Ａ 判定Ｃ

【外壁】校舎 【外壁】校舎 【外壁】校舎 【外壁】校舎

判定Ｃ 判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ｃ

判定Ｃ 判定Ｃ 判定Ｃ 判定Ｂ

【内部仕上げ】校舎 【内部仕上げ】校舎 【内部仕上げ】校舎 【内部】屋内運動場
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2018（平成30）年度

　学校施設基本情報

　建物一覧

　5年間の生徒数（単位：人） 　5年間の施設関連経費（単位：円）

　改修履歴（平成28年度公立学校施設台帳）

（該当データなし）

学校施設カルテ

学校調査番号 3809 施設名称 東中学校

施設概要

敷地面積 15,607㎡ 延床面積 5,482㎡

　建築年は平成12～13年であり、
築年数は17～18年が経過してい
る。
　教育施設適正配置等推進委員会
による提言（平成24年）では、中
学校3校から1校への再編が示さ
れ、2022年度に統合中学校の開校
を予定している。
　提言では、緑小学校・長瀬小学
校が統合した場合、東中学校の学
校施設が利用される可能性も示さ
れている。

所管部署 教育委員会教育総務課 所有形態 町

所在地 福島県耶麻郡猪苗代町大字川桁字上川原2262-75

座標（緯度） 37.538135 座標（経度） 140.144434

耐震
基準

001 校舎 2階 3,786㎡ 鉄筋コンクリート造　(RC造) 2000（H12） 新

用途地域 第一種住居地域
DID（人口
集中地区）

該当しない

NO 建物名称 階数 延床面積 構造 建築年

新002 屋内運動場 2階 1,696㎡ 鉄筋コンクリート造　(RC造) 2001（H13）

6.9百万 6.9百万
6.0百万

6.2百万 6.6百万

0.0百万

5.0百万

10.0百万

H25 H26 H27 H28 H29

施設整備費 その他施設整備費 維持修繕費 光熱水費・委託費

98 106
97

82 79
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　構造躯体以外の劣化状況

　現況調査写真

NO 建物名称

平成30年度　劣化状況調査

屋根・
屋上

外壁
内部
仕上げ

電気設備 機械設備
健全度

（100点満点）

A 93

002 屋内運動場 A B A A A 93

001 校舎 A B A A

【屋上】校舎 【屋上】屋内運動場 【外壁】校舎 【外壁】校舎

判定Ｃ 判定Ｂ 判定Ｃ 判定Ｂ

【外壁】屋内運動場 【内部仕上げ】校舎 【内部仕上げ】校舎 【内部仕上げ】校舎

判定Ａ 判定Ａ 判定Ｂ 判定Ｂ

【外壁】校舎 【外壁】校舎 【外壁】校舎 【外壁】校舎

判定Ｃ 判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ｂ

判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ｃ 判定Ｃ

【内部仕上げ】校舎 【内部仕上げ】校舎 【内部仕上げ】校舎 【内部】屋内運動場
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2018（平成30）年度

　学校施設基本情報

　建物一覧

　5年間の児童数（単位：人） 　5年間の施設関連経費（単位：円）

（該当データなし） （該当データなし）

　改修履歴（平成28年度公立学校施設台帳）

（該当データなし）

学校施設カルテ

学校調査番号 － 施設名称 旧山潟小学校（屋内運動場）

施設概要

敷地面積 － 延床面積 364㎡

　平成18年に緑小学校へ統合され
たことで、山潟小学校は廃校とな
り、校舎は教育旅行の受入れ等を
行う「人の駅」として活用が進め
られている。

　屋内運動場の建築年は昭和45年
であり、48年が経過している。

所管部署 教育委員会教育総務課 所有形態 町

所在地 福島県耶麻郡猪苗代町大字山潟字湊志田191

座標（緯度） 37.490777 座標（経度） 140.156007

耐震
基準

001 屋内運動場 1階 364㎡ 鉄骨造　(S造) 1970（S45） 旧

用途地域 無指定地域
DID（人口
集中地区）

該当しない

NO 建物名称 階数 延床面積 構造 建築年
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　構造躯体以外の劣化状況

　現況調査写真

NO 建物名称

平成30年度　劣化状況調査

屋根・
屋上

外壁
内部
仕上げ

電気設備 機械設備
健全度

（100点満点）

C 53001 屋内運動場 B B C C

【外壁】屋内運動場 【外壁】屋内運動場 【外壁】屋内運動場 【外壁】屋内運動場

判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ｃ

【内部】屋内運動場 【内部】屋内運動場 【内部】屋内運動場 【内部】屋内運動場

判定Ｂ 判定Ｃ 判定Ｃ 判定Ｃ

【外壁】屋内運動場 【外壁】屋内運動場 【外壁】屋内運動場 【外壁】屋内運動場

判定Ｄ 判定Ｄ 判定Ｃ 判定Ｂ

判定Ｂ 判定Ｂ 判定Ｃ 判定Ｂ

【内部】屋内運動場 【内部】屋内運動場 【内部】屋内運動場 【内部】屋内運動場
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